
の海外相場

Open
High
Low

Settlement
Change

EFP 0.35 - 0.50 1.00 - 1.50 3.75 - 4.50 -8.00 - -5.00 

Gold

Silver

Platinum

Palladium

週の経済指標一覧

前0.4% 予0.2% 前0.4% 予0.2%

前25万件 予    - 前0.8% 予0.4%

前-1385億ドル 予-520億ドル

前1.7% 予1.9% 前402.1億ドル 予381.5億ドル

前5.8% 予4.8%

前0.0% 予-0.4% 前-1.4% 予1.8% 前0.0% 予   -

前0.5 予0.5 前8.8% 予8.7% 前0.1% 予   -

前2.4% 予2.8%

   COMEX/NYMEX 投機的建玉

Long

Short

Net

Change

12月消費者物価指数(CPI)12月卸売物価指数(PPIコア指数)

GB:11月鉱工業生産指数

Source: CFTC

Source: Bloomberg

Palladium ('000 oz)

2,740.6

118.0

2017/1/2

1.6

3.7

Gold (Moz)

1,080.1
1,086.4991.0

1,316.1

590.1

140.7

611.6 1,847.6

3,490.010.1 3,330.7

6.4

2,878.5 1,205.6

3,053.1

82.5

Platinum ('000 oz)Silver (Moz)

-0.069 

16.880

17.000
17.065

16.966

976.2

Europe

1,324.7
1,317.5

China:12月消費者物価指数(CPI)

1,322.5

AM

1,319.85

Fixing Prices

12月 月次財政収支

Asia

3.2

Mon Tue

17.010

LBMA/LPPM Fixing ($)

1月8日

1,082.00

976.00

       コメント

Thu FriWed

Precious Metals：

ゴールド・シルバー・プラチナは上昇、パラジウムは横ばいであった。昨日は発表された欧州中央銀行(ECB)理事会の議事要旨がタカ派的内容で

あった事を背景にドル安ユーロ高が進行し、米国債利回りが上昇した事を背景にドル安が進行し、ドル建で取引される貴金属に割安感が生じて
買いが入った。パラジウムは直近高値圏から下落した事を受けてやや買い気が減退した。

FX：

ドルは対主要通貨で下落した。前述のECB理事会議事要旨の発表内容が金融政策の見直しを検討するとのタカ派寄りの内容であったことから、
対ユーロでドル売りが優勢となった。また、前日の中国による米国債買入れ縮小懸念に関する報道を中国当局が否定し、米国債市場に安心感が
広がり買い戻しの動きが入ったことで米長期金利が低下したこともドル安要因となった。本日、米12月消費者物価指数の発表を控え、市場は様子

見ムードとなっている。ドル/円終値は111.26、ユーロ/ドル終値は1.2033。

1月11日

USA

2018年1月12日

1,070.8973.5
990.8
12.0

1,076.3
-1.2 

Source: LBMA/LPPM

PM

981.00

1,078.00

1,323.05

COMEX/NYMEX ($) Gold (Feb) Silver (Mar) Platinum (Apr) Palladium (Mar)

EU:12月小売売上高[前年同月比]

EU:12月消費者信頼感 EU:11月失業率 GB:11月製造業生産指数

China:12月貿易収支

Germany:11月鉱工業生産

China:12月生産者物価指数(PPI)

Germany:11月製造業新規受注

前週分 新規失業保険申請件数 12月小売売上高

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。  

当資料は、信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全性を保障するものではありません。当資料はお客様のお取引判断の参考となる情報提供を目

的としており、弊社は、この情報の使用結果について一切責任を負いません。 


